

















(a-l) ッダは不変化詞であり、つねに促音を伴う (2.1 )。
(a・2) ッダは平叙文にのみ後接し、平叙文であれば述語の種類(動調述語・形容詞述語等)













(b・4) ッダには聞き手目当て性がある (3 .4)。












分析のデータは、 (a) 筆者 (18 歳まで山形市に在住、以後 24 歳まで東京、その後 45 歳
の現在まで大阪)の内省を中心とし、適宜、 (b) その他の山形市方言の録音資料(筆者収
録)および (c) 国立国語研究所 (1978) の談話データ(山形市の北方約 20km の前北町谷
地で収録)を参照した。 (b) はいずれも高年層および活躍層母語話者の会話データである。

























































( 18) ンダ ヨスコ。ドサンナネケッダナナエ。(そう 夜仕事(を) しなければな
らなかったもんだよな。 26 ペ)




丈夫だって 言うんだったよな。 55 ぺ)













これらの文末詞は、 I ッダ+ナ/ズJ のかたちの後でのみ用いることができる。
。5) 誰も行かないから、俺が行ったッダ{ナ/ズ} (ネー/ハー}
(c) 国立国語研究所(1978) における用例分布
ω と (b) にまとめた前接形式および後接形式の、河北町談話資料(国立国語研究所
1978) のなかでの用例分布(全 19 例)は、以下のとおりであった:ッダ+ナ 8 例(これに
さらに共通語の「ねJ 相当の河北町方言形式ナ、ナェが後接する場合あり。以下同様)、ケ















らに明確にするために、ッダの構文的・談話的特徴 (3.2) 、語周論的意味 (3.3)、聞き手目
































(そう 夜仕事(を) しなければならなかったもんだよな。 26 ぺ)











(だから 稼がねばならなかったわけだよな。 63 ぺ)
(39) とu オナコ。シューナ ラグデナエッダナナヤ。 f








































































あるべき状態であるという判断J (森田 1980: 950) 、あるいは「論理的根拠(判断理由)
























































(b・ 1) ッダは、 f話し手は、ある根拠や確信・信念に基づいて、ある行動や状態が生
起する/したのは自明のこと、当然のことであると考えているJ といったことを
表す (3.1) 。

















何十俵と ほれ編んでおかねばならなかったしほれ。 26 ぺ)
(62) ンダュンベナホンダケヅダナホレ ジューゴニヅノ パンデ。
(そう 昨夜(が)そうだったよなそれ十五日の晩で。 132 ぺ)
ッダの語源については、現時点では確かなことはわからない。
【注]
* 本研究は、平成 16 年度文部科学省科学研究費基盤研究 (B) (1) r方言における文法形
式の成立と変化の過程に関する研究J (代表者:大西拓一郎、課題番号 14310196) および
平成 16 年度文部科学省科学研究費基盤研究 (B) (1) r 日本語史の理論的・実証的基盤の
再構築J (代表者:金水敏、課題番号 16320059) によるものである。
1) ちなみにこの伝聞形式は、疑問化もできる。










2) 当該方言では、 fょうだJ r らしいj は用いられない。
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